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収
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昭和36年稻作収穫予想

　
十
八
号
台
風
の
大
被
害
が
あ
っ
た
に

も
か
玉
わ
ら
ず
、
今
年
は
前
年
に
く
ら

べ
て
七
三
六
石
の
増
収
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

　
稲
作
々
付
面
積
は
前
年
よ
り
約
五
町

五
反
少
く
な
っ
て
お
る
が
、
収
穫
は
反

当
り
二
石
三
斗
の
収
穫
が
予
想
さ
れ
て

お
り
、
前
年
の
収
穫
実
績
二
三
、
六
三

三
石
に
対
し
一
・
〇
三
一
倍
と
い
う
作

柄
で
あ
る
。

　
な
お
主
な
品
種
別
牧
穫
予
想
高
は
下

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
糊
嚢
“
蝋

主品種別牧穫予想高

収穫予想

　　　石
　2．246

　1．215
　1。4、59

　1．4，32

　2．04．7

　4．597

　　　954

　　　971

　3．416

　3．385

21．722

　　　411
　1．．190

　　　］．99

　　　132

　　　136
　　　］．35

　　　435

2．637

24．359

作付面積
　　　　　反　畝

　　971．0

　　525．4

　　630．7
　　619．4，

　　885．1
　1．987．7

　　412．5

　　419．7

　1477．3
　1464．．2

　9393．0

　　177．9
　　514．4，

　　　85．5

　　　57．0

　　　59．0

　　　58．4

　　187．8

1140．0

10533．0
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本
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鮎
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讐
油
小

路
ひ
　
　
　
　
　
新
0
の
　
　
が
後
交
ち
張
交
の
、
ち

越
山
日
越
越
新
新
中
舗
其
梗
こ
越
中
も
〆
中
其
も

計合

　○……みのりの秋を迎えて黄金色になった田園にはよくみのった……○

ω　○……稲穂が頭をたれ豊作を象徴している、今年で7年続きの豊……○

　○……作だ。　　　　　（36咳9．8目松代で）　　　　　　　　　　・鰍・…○
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1松代町澗防団建合大演習～

　　　　　　　犠　　　　　塵　　　　象

　　　ヲ

　　　　糟≧

「
写
眞
説
明
」

①
　
九
月
一
日
松
代
町
消
防
団
連
合
大

，
演
習
が
行
わ
れ
た
。
松
代
中
学
校
グ

　
ラ
ン
ド
で
規
律
訓
練
、
部
隊
訓
練
が

　
行
わ
れ
た
。

②
松
代
高
等
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
ポ
ン

　
プ
操
法
。

⑧
　
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
か
ら
小
学
校
ま

　
で
分
列
行
進
、
団
員
九
百
余
名
の
行

　
進
は
え
ん
え
ん
と
し
て
続
く
。

　
松
栄
舘
前
で
答
礼
す
る
は
上
越
支
庁

　
笹
川
総
務
課
長
。

④
　
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
閉
会
式
、
笹

　
川
総
務
課
長
の
講
評
と
訓
示
。

鮮

秋のたべものに注意
　　　　　　　　噺

チ縣

鍵
　　　　　　　饗　　　　　　　か

　　　　　　爆難
．
叢

；
難

121

⑧
，

開
“
彰

キ
ノ
コ
の
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
よ
う

　
こ
と
し
も
キ
ノ
コ
の
季
節
を

迎
え
、
恐
し
い
キ
ノ
コ
中
毒
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
み
ん
な

で
次
の
点
に
注
意
い
た
し
ま
し

よ
う
。

①
　
知
ら
な
い
キ
ノ
コ
は
食
べ

　
な
い
こ
と
。

②
「
茎
が
縦
に
さ
け
る
」
と
か

　
「
銀
の
針
を
刺
す
と
黒
く
な

　
る
」
と
い
う
よ
う
な
迷
信
を
過
信
し

　
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

⑧
　
オ
ォ
ワ
ラ
イ
タ
ケ
、
ツ
キ
ヨ
タ
ケ

　
ニ
ガ
リ
タ
ケ
、
シ
ロ
タ
マ
ゴ
テ
ン
グ

　
タ
ケ
、
ド
ク
サ
サ
ゴ
、
一
本
シ
メ
ジ

　
な
ど
の
誤
食
さ
れ
易
い
毒
キ
ノ
コ
の

　
形
、
色
、
発
生
場
所
な
ど
の
知
識
を

　
得
る
こ
と
。
特
に
ツ
バ
、
ツ
ボ
の
あ

　
る
テ
ン
グ
タ
ケ
属
の
キ
ノ
コ
は
猛
毒

　
で
あ
る
の
で
注
意
を
す
る
こ
と
。

④
　
そ
の
他
鮮
度
の
悪
い
も
の
、
虫
蝕

　
の
あ
る
も
の
な
ど
は
食
べ
な
い
こ
と

キ
ノ
コ
に
つ
い
て
の
講
習
会

期
日
　
十
月
八
日
（
日
曜
日
・

日
程
　
午
前
七
時
松
代
発
バ
ス
で
蒲
生

　
　
に
向
う
、
山
平
地
内
で
キ
ノ
コ
の

　
　
採
集
。
午
後
一
時
か
ら
松
代
公
民

　
　
舘
に
於
て
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
の
講

　
　
義
．

講
師
　
瀬
高
友
栄
（
加
茂
市
）

1
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十
八
号
台
風
被
害
推
定

・
…
総
額
勺糸

五
干
六
百
万
円
…
白

十
八
号
台
風
に
依
る
町
内
の
被
害
は
次
の
よ
う
に
推
定

さ
れ
た
。

　
な
お
こ
の
復
旧
対
策
に
つ
い
て
は
、
十
八
日
と
二
十
日

に
開
か
れ
た
、
町
議
会
に
お
い
て
次
の
通
り
決
定
し
た
。

　
一
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
復
瞬
す
る
よ
う

　
措
置
す
る
こ
と
。

　
二
、
一
般
の
住
家
非
住
家
の
被
害
に
つ
い
て
は
次
の
通

　
り
見
舞
金
を
お
く
る
こ
と
。

　
①
　
全
壊
（
住
家
の
み
）
　
　
　
壱
万
円

　
②
半
壊
（
非
住
家
の
全
壊
含
む
）
二
千
円

　
三
、
其
の
他
被
災
者
よ
り
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
極
力

　
相
談
に
応
じ
る
事
。

【
写
真
】
　
松
代
中
学
校
々
舎
は
ト
タ
ン
張
り
の
屋
根
が
ほ

　
　
と
ん
ど
吹
と
ば
さ
れ
た
。
約
四
百
坪
、
四
十
二
万

　
　
円
の
被
害
。

被害状況’ヤ、へ《・も●V’、一》～～’、ム．“）、“～“㌔ハ

害被
校
校

轡
嗣

共
4
池

公
代
全

ゐ
松松代小学校　　屋根（トタン）10坪、：瓦10枚　　　　　　　10，000円

全　池尻分校　　屋根（トタン）25坪他屋根修理、タタミ10枚

　　　　　　ガラス戸1　　　　　　　　　　　　　91，000円
清水小学校　教員住宅屋根（トタン）25坪、タタミ］0枚
　　　　　　本校舎物置全壊10坪　　　　　　　　　　　290，000円
伊沢小学校　屋根（トタン）120坪、他ガラス等　　 120，000円

全　海老分校　　戸10本、玄関大ガラス2枚、；瓦0・5坪　　　　10，000円

北山小学校筋平分校屋根（トタン）5坪、木羽2坪、戸3枚10，400円
全　田代分校　　屋根（木羽）3坪、他ガラス、ランマ等　　　8，00q円

蒲生小学校　屋根（トタン）15坪、他ガラス　　　　15，000円
全　寺田分校　　屋根1坪、便所屋根2坪　　　　　　　　　　2，000円

室野小学校　　物おき屋根5坪、玄関大ガラス2枚　　　　7，500円

峠小学校　ガラス53枚、大戸2枚、木羽屋根10坪　24，000円
松代中学校　本校舎屋根（トタン）前側12｛坪、後側50坪　・

　　　　　　野尻板5坪、屋体屋根（トタン）115坪
　　　　　　他に生徒寄宿舎を含む　　　　　　　　　　420，000円

山平中学校　屋根（トタン）10坪、他ガラス　　　　10，000円
奴奈川中学校　　作業室屋根12坪、教室、便所屋根5坪　　　17，000円

小計　　　　　1，034，900円
公営住宅　3棟合計屋根（トタン）8坪　　　 8，000円

松代病院（町有部分）木朋屋根11坪他　　　　 13，200円

小　計’　　　　　　　　　　　21，200円

合計　　　　　1，056，100円
1，200，000円

6，000，000円

12，000，000円

19，200，000円
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絃

（前頁から）

5，890，000円

8，830，000円

　　220，000円

420ha
633ha

40ha
77ha

粒
伏
菜
園

睨
倒
疏
桑

4，農作物被害
　　1、稻　　作

作2、畑

1、6，500，000円

3，500，000円

1．．722卿8

　　556仰8

害
木
木

被
　
原

物
　
炭

産
林
立
薪
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昌
＝
齢
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
二
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
陶
＝
＝
＝
＝
＝
、

①
　
松
代
で
住
家
一
戸
が
全
壊
し
た
。

　
松
代
の
中
央
部
は
被
害
軽
少
で
あ
っ

　
た
が
上
町
と
下
町
に
強
風
が
吹
き
ま

　
く
り
大
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。
特
に

　
中
学
校
近
辺
は
大
滲
状
で
あ
っ
た
つ

災
害
を
顧
み

　
第
二
室
戸
台
風
の
猛
威
は
私
た
ち
が

想
像
も
し
な
か
っ
た
つ
め
あ
と
を
残
し

て
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。

　
全
町
に
わ
た
っ
て
被
害
の
あ
と
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
特
に
住
宅
等
に
大
き

な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
罹
災
者
の
方
々

に
対
し
衷
心
か
ら
お
見
舞
申
上
げ
ま
す

　
今
回
の
災
害
で
各
部
落
の
区
長
さ
ん

並
び
に
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
自
己
を

顧
み
ず
、
被
災
者
の
救
援
公
共
建
物
の

災
害
処
理
に
並
々
な
ら
ぬ
御
活
躍
を
い

た
ダ
き
、
た
め
に
農
繁
期
を
迎
え
て
猫

の
手
も
借
り
た
い
程
の
季
節
に
も
か
N

わ
ら
ず
、
復
興
は
私
ど
も
の
予
想
以
上

に
進
行
し
驚
異
的
な
復
興
成
果
を
目
の

あ
た
り
に
拝
見
し
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の

献
身
的
御
奉
仕
に
心
か
ら
感
謝
申
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
他
の
被
害
町

村
に
比
較
し
て
私
共
当
局
者
が
声
を
大

て
　
町
長
・
柳

（引

幡
　
蔵

に
し
て
誇
り
得
る
救
助
態
勢
で
あ
っ
た

と
存
じ
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す

　
ま
た
あ
の
強
風
下
に
も
か
N
わ
ら
ず

火
災
の
根
跡
す
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
も
、
平
素
か
ら
の
一
般
住
民
の
火
災

に
対
す
る
警
戒
心
が
非
常
の
際
に
最
高

に
発
揮
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
加
え
て

消
防
団
の
警
戒
が
嚴
重
を
極
め
た
成
果

の
現
わ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
深
く

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
再
び
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
ら

な
い
と
は
何
人
も
断
言
出
来
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
度
の
教
訓
を
生
か
し
て
よ
り

一
暦
の
防
災
態
勢
を
か
た
め
、
非
常
の

際
に
処
す
る
心
構
え
を
ギ
素
か
ら
整
え

て
お
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
紙
上
を
も
っ

て
お
見
舞
と
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
y
き
ま
す
。
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＝
＝
＝
嗣
＝
一
二
2
＝
二
ニ
ニ
ニ
＝
二
一
二
＝
4
二
一
二
＝
二
二
＝

④樹木はいたるところで倒
　れている。山林の一面（ブ

　ナ林約30本）が並んで倒れ

　ているところもあるという。

　幸にも倒木による家屋の大

　被害はなかったようだ。

　（犬伏で）

溝
羅

②
住
家
の
屋
根
が
す
っ
ぽ
り
と
吹
き

　
と
ば
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
被
害
は

　
部
落
に
も
二
、
三
あ
り
被
害
は
大
き

　
い
。
　
（
清
水
で
）

⑧
　
土
蔵
の
屋
根
は
「
屋
根
裏
に
風
が

　
吹
込
み
と
ば
し
た
の
だ
ろ
う
か
」
こ

　
の
よ
う
な
被
害
も
各
所
に
あ
っ
た
。

　
（
田
沢
で
）
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春
山
他
石
先
生
招
へ
い

　
　
　
俳
句
大
会
（
6
月
2
5
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
室
野
し
ぶ
み
会

　
　
◎
席
題
　
葭
切
、
風
鈴
、

　
　
　
　
春
山
他
石
先
生
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

○
つ
り
さ
げ
る
だ
け
て
風
鈴
涼
し
く
て

○
葭
雀
忙
し
く
鳴
く
を
檜
し
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
水

○
風
鈴
や
母
の
手
借
り
て
歩
け
る
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
水

○
開
け
放
ち
風
鈴
の
風
部
屋
に
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

○
犬
抱
い
て
農
婦
の
昼
餉
行
々
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

○
窓
口
に
風
鈴
一
つ
山
の
局

　
　
　
　
渡
辺
晴
胡
先
生
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
　
石

○
風
鈴
や
茶
の
間
の
風
の
座
敷
ぬ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
　
久

○
風
鈴
に
居
て
新
聞
を
開
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
　
利

○
風
鈴
や
肌
に
お
ぼ
ゆ
る
風
も
な
し

　
　
　
　
船
田
桂
舟
先
生
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
司

○
葭
切
の
藪
深
々
と
日
暮
れ
け
り

　
　
信
濃
紀
行

　
　
　
　
　
　
　
松
代
　
柳
喜
佐
子

〇
二
す
じ
の
煙
な
び
か
せ
浅
間
山
天
明

　
年
間
に
噴
火
せ
し
と
き
く

○
溶
岩
の
流
れ
し
山
は
黒
く
し
て
草
木

　
は
え
ぬ
寂
し
き
山
な
り

○
浅
間
山
そ
の
噴
火
の
後
か
な
し
鬼
押

　
出
は
焼
石
の
や
ま

○
尾
根
を
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
過
ぎ
く
れ

　
ば
帰
玄
来
峠
に
朝
の
霧
立
つ

○
お
や
み
な
く
春
雨
け
ぶ
る
菅
李
黄
な

　
る
山
吹
美
し
く
映
ゆ

　
　
初
夏
五
首

　
　
　
　
　
　
　
田
野
倉
　
斉
藤
文
雄

○
山
も
河
も
た
そ
が
れ
に
け
り
幽
か
に

　
に
も
道
の
べ
草
に
雨
の
ふ
る
音

○
泥
股
引
先
洗
う
小
川
の
せ
』
ら
ぎ
に

　
く
だ
け
ゆ
れ
合
う
夕
月
の
光

○
粗
食
な
れ
ど
た
ら
ふ
く
食
え
る
百
姓

　
は
幸
な
り
と
言
ひ
て
思
い
た
め
ら
ふ

O
な
め
ら
れ
て
よ
ろ
め
く
仔
猫
鳴
き
つ

　
N
も
鼻
づ
ら
そ
ろ
へ
乳
房
あ
ら
そ
ふ

○
梅
雨
の
あ
め
降
る
庭
隅
に
咲
き
い
で

　
し
有
薬
の
あ
は
れ
花
弁
お
と
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
茶
　
水

○
ひ
ぐ
ら
し
や
夕
立
雲
の
走
り
来
る

○
灯
を
消
せ
ば
障
子
を
の
ぼ
る
螢
か
な

○
吾
水
も
春
み
牛
に
も
呑
ま
す
岩
清
水

　
　
小
荒
戸
婦
人
学
級
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
ち

○
語
り
手
も
聞
き
手
も
忙
し
団
易
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ゆ
子

○
会
場
に
も
れ
る
笑
い
や
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
代
子

○
農
休
日
始
め
て
ひ
ね
る
俳
句
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
子

○
風
祭
り
太
鼓
の
音
の
高
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
重
子

○
子
供
等
の
に
ぎ
わ
う
森
や
宮
太
鼓

清
水
小
中
学
校

致
員
宿
舎

　
　
建
築
工
事
始
ま
る

　
今
年
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

清
水
小
中
学
校
教
員
宿
舎
整
備
事
業
は

去
る
八
月
三
十
日
一
般
競
争
入
札
の
結

果
室
岡
組
（
松
代
）
に
工
事
費
八
四
万

円
で
落
札
し
た
。

　
こ
の
建
物
は
十
二
坪
二
戸
建
（
公
営

住
宅
と
同
じ
い
も
の
）
で
あ
り
、
一
戸

は
国
か
ら
一
九
四
、
六
〇
〇
円
の
補
助

金
の
交
付
が
決
定
し
て
い
る
。

　
工
事
費
の
八
四
万
円
は
本
工
事
費
で

あ
り
、
附
帯
工
事
と
し
て
電
気
、
給
水

タ
タ
ミ
工
事
は
別
に
契
約
さ
れ
る
。
工

事
の
進
行
は
基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

事
が
完
了
し
て
い
る
。

O
／
電
話
の
施
設
整
備
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
協
力
下
さ

　
信
越
電
気
通
信
局
か
ら
の
次
の
と
お

り
電
話
施
設
の
整
備
事
業
が
行
わ
れ
る

と
い
う
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
工

事
に
つ
い
て
の
土
地
踏
荒
し
に
つ
き
ま

し
て
は
、
区
長
又
は
農
業
協
同
組
合
長

を
通
し
て
調
査
立
会
を
依
頼
し
て
万
全

－
を
期
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

工
事
が
順
調
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
に
御

協
力
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
記

陶
工
事
名
　
美
守
、
松
代
間
市
外
施
設

　
　
　
　
整
備
工
事

二
工
事
地
域
　
松
代
、
田
野
倉
、
蒲
生

　
　
　
　
儀
明
、
室
野
、
竹
所
、
峠
地

　
　
　
　
内
を
こ
の
施
設
は
架
設
さ
れ

　
　
　
　
て
い
ま
す
。

三
工
事
期
間
　
九
月
中
旬
か
ら
翌
年
一

　
　
　
　
月
下
旬
ま
で

㌧・

↑
○

四
工
事
概
要

　
　
①
電
柱
建
替
　
約
二
二
〇
本

　
　
②
支
線
取
替
　
約
六
四
〇
条

　
　
⑧
架
空
ケ
ー
ブ
ル
架
渉
約
二
一
粁

　
　
④
地
下
ケ
ー
ブ
ル
布
施
　
約
二
粁

　
　
⑤
裸
線
撤
去
　
約
八
O
回
線
粁

五
工
事
方
法

　
　
①
農
耕
地
の
掘
さ
く
は
で
き
る
だ

　
　
　
け
最
少
限
に
止
め
、
埋
戻
し
に

　
　
　
は
耕
土
と
下
層
と
を
混
ぜ
な
い

　
　
　
よ
う
に
充
分
注
意
し
て
復
旧
し

　
　
　
ま
す
沿

　
　
②
地
下
ケ
ー
ブ
ル
は
幅
約
四
五
糎
、

　
　
　
深
さ
約
一
米
の
穴
を
掘
り
埋
設

　
　
　
し
ま
す
。

　
　
⑧
電
柱
は
現
位
置
に
お
い
て
幅
約

　
　
　
六
〇
糎
、
長
さ
約
二
二
〇
糎
、
［

　
　
　
深
さ
一
四
〇
糎
の
穴
を
掘
り
建

　
　
　
替
し
ま
す
。

　
　
㈲
支
線
は
幅
約
六
〇
糎
、
長
さ
約

　
　
　
一
米
、
深
さ
一
七
〇
糎
の
穴
を

　
　
　
掘
り
埋
設
し
ま
す
。

　
　
⑤
旧
支
線
は
深
さ
約
六
〇
糎
で
切

　
　
　
断
下
側
に
折
り
曲
げ
危
険
の
な

　
　
　
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
⑥
請
負
業
者
は
長
野
電
話
施
設
株

　
　
　
式
会
社
で
あ
り
ま
す
。

六
踏
荒
し
補
償
　
農
作
物
及
び
耕
地
其

　
　
の
他
の
器
物
に
対
し
て
は
極
力
そ

　
　
の
損
害
を
最
少
限
に
止
め
る
よ
う

　
　
努
力
し
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
踏

　
　
荒
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
協
議
の

　
　
上
補
償
料
の
支
払
い
を
致
し
ま
す

七
其
の
他
　
工
事
中
に
お
け
る
当
局
監

　
　
督
事
務
所
は
左
記
に
設
置
し
て
あ

　
　
り
ま
す
か
ら
、
所
要
の
場
合
は
御

　
　
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
長
野
市
南
石
堂
町

　
　
　
　
信
越
電
気
通
信
局

　
　
　
　
　
　
建
設
部
監
督
事
務
所

（、5）
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公
民
舘
の
～

　
　
　
～
図
書
部
か
ら

　
消
防
庁
舎
の
新
築
の
た
め
と
り
こ
わ

さ
れ
、
長
い
間
休
舘
し
て
い
ま
し
た
公

民
舘
の
図
書
部
も
、
大
字
松
代
の
旧
消

防
ポ
ソ
プ
置
場
を
改
造
新
設
し
て
八
月

中
旬
か
ら
貸
出
を
始
め
て
い
ま
す
。
貸

出
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
行
な
っ

て
お
り
ま
す
か
ら
御
利
用
下
さ
い
。

※
個
人
で
本
を
借
り
る
と
き

　
　
1
毎
月
五
・
十
・
十
五
・
二
十
・

　
　
　
二
十
五
・
三
十
日
の
午
後
七
時

　
　
　
三
十
分
か
ら
開
舘

　
　
2
昼
間
借
り
た
い
人
は
教
育
委
員

　
　
　
会
の
事
務
局
に
連
絡
し
て
下
さ

　
　
　
…
青
年
学
級
費
の

　
教
育
委
員
会
で
は
今
年
開
設
申
請
の

あ
っ
た
青
年
学
級
、
十
四
学
級
に
対
し

次
の
通
り
学
習
費
の
配
分
を
通
知
し
た

　
こ
の
配
分
額
は
学
習
計
画
に
依
り
分

配
し
た
も
の
で
、
実
際
に
支
払
わ
れ
る

場
合
は
主
事
か
ら
報
告
さ
れ
た
実
績
に

よ
り
算
出
し
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　
な
お
今
年
の
青
年
学
級
開
設
に
つ
い

て
は
全
町
に
開
設
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か

け
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
十
四
学
級
十

七
部
落
の
開
設
で
未
開
設
の
部
落
が
二

三
あ
る
。
明
年
度
の
青
年
学
級
開
設
に

ミ
…
ミ
、
ミ
ミ

　
　
　
い
（
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

　
　
　
ま
で
、
日
曜
祝
祭
日
は
貸
出
し

　
　
　
し
ま
せ
ん
）

　
　
3
一
人
一
回
二
冊
以
内

　
　
4
借
り
た
本
は
次
回
の
貸
出
日
に

　
　
　
必
ず
返
し
て
下
さ
い
。

※
団
体
で
借
り
る
と
き

　
　
1
教
育
委
員
会
に
連
絡
し
て
借
り

　
　
　
て
下
さ
い
。
日
時
は
日
曜
祝
祭

　
　
　
日
を
除
く
日
の
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
午
后
四
時
ま
で
、
い
つ
で
も
借

　
　
　
り
ら
れ
ま
す
。

　
　
2
借
り
る
団
体
は
責
任
者
を
決
め

　
　
　
て
借
り
て
下
さ
い
。

　
　
3
貸
出
は
一
回
二
十
冊
以
内
で
、

　
　
　
期
間
は
十
五
日
間
で
す
。

淋

㎜
　
郵
便
局
か
ら
の

㌘
ハ
月
百
よ
り
郵
便
の
料
霧
取

　
り
扱
い
が
少
し
変
り
ま
し
た
の
で
そ
の

変
っ
た
点
や
、
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い

ハ

㎜
こ
難
鑓
難
し
発

纂
小
限
慰
三
糎
巾
七
糎
で
す
・

〈
（
円
筒
形
の
も
の
は
直
径
三
糎
以
上
）

　
又
そ
れ
よ
り
小
さ
い
も
の
を
送
る
と
磐

』
は
（
フ
イ
ル
ム
な
ど
）
長
さ
十
糎
、
巾

　
四
糎
以
上
の
名
札
を
つ
け
て
下
さ
い
。

論
器
欝
羅
難
轄
騨
れ
ま
し
『

　
た
が
、
今
度
は
必
ず
書
留
に
し
な
く
て

　
は
な
り
ま
せ
ん
。
又
、
書
留
を
出
す
と

　
き
は
損
害
要
償
額
を
申
し
出
て
下
さ
い

　
そ
う
で
な
い
と
亡
く
な
っ
た
時
千
円
し

勘
か
弁
償
で
き
ま
せ
ん
。

㎜
　
園
転
居
の
際
は
転
居
届
を

、

お
知
ら
せ

旧
住
所
宛
の
郵
便
物
は
今
度
は
転
居
届

を
局
へ
出
さ
な
い
と
転
送
致
し
ま
せ
ん

転
居
の
際
は
必
ず
転
居
届
を
出
し
て
下

さ
い
。
一
年
間
は
転
送
致
し
ま
す
。

（
配
達
を
受
け
た
時
、
そ
の
移
転
先
の

符
箋
を
つ
け
れ
ば
転
送
致
し
ま
す
）

　
囹
開
封
の
し
か
た

い
ま
』
で
は
開
封
と
は
名
ば
か
り
の
状

態
で
し
た
が
、
今
度
は
半
分
以
上
開
い

て
（
ホ
ツ
チ
キ
ス
の
場
合
も
半
分
以
上

開
け
て
下
さ
い
）
内
容
物
の
種
類
の
認

定
が
出
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
囹
切
手
の
貼
り
場
所

郵
便
の
機
械
化
や
、
能
率
上
か
ら
切
手

の
貼
る
場
所
が
原
則
的
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
縦
長
の
場
合
は
左
上
部
、
横
長

の
場
合
は
右
上
部
で
す
。
し
か
し
そ
こ

に
貼
れ
な
い
場
合
は
表
面
で
あ
れ
ば
適

配
分
決
ま
る
一

　
つ
い
て
は
こ
の
未
開
設
の
実
情
を
調
べ

　
て
開
設
出
来
る
の
か
出
来
な
い
の
か
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
三
六
年
度
学
習
費
配
分
額

　
△
蓬
平
青
年
学
級
（
蓬
平
）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
、
O
O
O
円

　
△
蒲
生
青
年
学
級
（
蒲
生
・
小
池
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
、
二
〇
〇
円

　
△
南
部
地
区
青
年
学
級
（
小
屋
丸
・
池

　
　
之
畑
）
　
　
　
四
〇
、
五
〇
〇
円

　
△
儀
明
青
年
学
級
（
儀
明
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
、
二
〇
〇
円

　
△
寺
田
青
年
学
級
（
寺
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
、
六
〇
〇
円

　
△
犬
伏
青
年
学
級
（
犬
伏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
二
〇
〇
円

　
△
松
代
青
年
学
級
（
松
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
、
五
〇
〇
円

　
△
峠
青
年
学
級
（
峠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
、
九
〇
〇
円

　
△
濁
青
年
学
級
（
濁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
六
〇
〇
円

　
△
苧
島
青
年
学
級
（
苧
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
、
八
O
O
円

　
△
清
水
青
年
学
級
（
清
水
・
会
沢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
、
九
〇
〇
円

　
△
室
野
青
年
学
級
（
室
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
、
○
O
O
円

　
△
菅
刈
青
年
学
級
（
菅
刈
・
田
沢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
、
一
〇
〇
円

宜
の
場
所
で
も
よ
い
の
で
す
。

　
囹
宛
先
の
書
き
方

F
宛
名
は
正
し
く
は
っ
き
り
と
書
い
て
下

さ
い
。
特
に
差
出
人
の
住
所
に
は
、
必

ず
部
落
名
も
書
き
、
特
に
学
校
の
生
徒
、

や
、
未
成
年
者
、
又
お
嫁
に
来
た
人
な

ど
は
必
ず
屋
号
か
世
帯
主
の
氏
名
蔑

つ
け
て
下
さ
い
．
又
、
出
来
る
だ
け
毛

筆
か
ペ
ン
で
書
い
て
下
さ
い
。
鉛
筆
は

困
り
ま
す
。

　
團
犬
の
放
し
飼
い
は
止
め
よ
う
。
．

犬
の
放
し
飼
い
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
特
に
咬
癖
の
あ
る
犬
の
家
で
は
守

　
っ
て
下
さ
い
。
郵
便
物
を
配
達
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

　
◎
そ
の
他

三
階
以
上
の
ア
パ
ー
ト
に
は
郵
便
受
箱

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

り
、
盲
人
用
の
点
字
等
は
無
料
に
な
り

災
害
の
時
に
は
無
料
で
ハ
ガ
キ
を
交
付

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

鐵轍。曜・


